











英語には，No pain, no gain.のような格言が数多く存在する。この構文は，
（i）2つの構成素が＜並列（parataxis）＞の関係にあり，言語的に均衡がとれ
ている，（ii）構成素の配列が＜破格（anomalous）＞であり，有標の語順である，















































No pain, no gain.




Out of sight, out of mind.




Once a devil, always a devil.




Far from home, near thy harm.
The more mischief, the better sport.
＜図表 3＞
次の格言を観察しよう。
（6） a. No pain, no gain. 
 b. Like father, like son. 













（7） a. Conj （［  NO  （ pain ）］，［ NO  （ gain ）］）
 b. Conj （［ LIKE  （x,  father ）］，［ LIKE  （y,  son ）］）





（8） a.  ＜双子構文＞の＜定要素＞のみに着目しては，この構文の多様性を
把捉することができない。＜変要素＞もまた，構文の細分化に関与
する。









（9） a. 同一型双子構文（IBC=Identical Binary Construction）
 b. 対比型双子構文（CBC=Contrastive Binary Construction）
　32 村　上　　　丘
この区分は，＜双子構文＞全般に容易に適用できる。Many women, many 
words.の＜定要素＞はmany/manyという同一語なので，IBCである。一方，












Many women, many words.の＜定要素＞ manyは，「～が多い」という意味
の＜単項述語＞なので pに対応する。Like father, like son.の場合，＜定要
素＞ likeは「～は～に類似する」を意味し，2つの項を従える＜ 2項述語＞













Easy come, easy go.の場合，＜変要素＞ come/goは「xが来る」「xが行く」
という＜単項述語＞であるので，sに対応する。Little sow, little mow.の＜変
要素＞ sow/mowは，それぞれ「xが yを蒔く」「xが yを刈る」という意味で，







て，IBCは，理論的に 9（＝ 3× 3）分類される。この組み合わせを，A～ I
の記号で表すことにしよう。IBCを iで，CBCを cで表すと，本稿の主題で
ある IBCは iA～ iIと表示できる。以上の説明は，次のように表示すること
ができる。
p q r
s iA iD iG
t iB iE iH
u iC iF iI
＜図表 6＞
上欄に対応する具体例は，以下のとおりである。
iA Soon hot, soon cold. iF Like father, like son.
iB Safe sow, safe bind.  iG Garbage in, garbage out
iC Much coin, much care. iH Nothing seek, nothing ﬁnd.




（10） a.  述語占有型：＜表層構造＞の要素が，＜意味構造＞における＜述語＞
に排他的に対応する。
 b.  項述語混合型：＜表層構造＞の要素が，＜意味構造＞の＜述語＞と
＜項＞の両方に対応する。
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（10a）には，iA, iB, iD, iEが属する。この形式には＜意味構造＞における
＜項＞が顕現していないので，これらの意味を解釈するためには，不確定




味構造＞の述語が占有する。一方，（10b）には，iC, iF, iG, iHが属する。た







ある事例は，I believe that John loves Mary.など，枚挙にいとまがない。し
かし，このような複雑な内容を持つ＜命題＞を 2つ連結し，［（A  B）］［（C 
D）］に収斂することができるであろうか。Although we know that Tom hates 

















s  iA  iD iG
t  iB （iE） iH







2-1-1-1．［soon A soon B］
表題の事例は，副詞 soonが＜定要素＞である。
（11） a. Soon hot, soon cold.




（12） a. Conj （［ Soon  （ Hot  x）］，［ Soon  （ Cold  x）］）
 b. Conj （［ Soon  （ Ripe ） x］），［ Soon  （ Rotten  x）］）
＜意味構造＞における＜項＞ｘは，＜表層構造＞に現れない。
2-1-1-2．［First A, ﬁrst B］
本節では，タイプ iAに属する次の格言を検討する。
（13） First come, ﬁrst served.
外山（1984）は，（13）の comeが過去分詞であると主張する。確かに，









（15） a. Danger past, God forgotten.
 b. Once bitten, twice shy.


















（17） a. CONJ［（ FIRST   ［ COME  x］），（ FIRST   ［ SERVED  x］）］







（18）　a.　So got, so gone. 
37　双子構文の構造と意味（その 2）
　b.　Ever busy, ever bare. 
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